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研 究 課 題     ： 鎌倉の地理とインフラについて,「鎌倉における基礎インフラ」,「鎌倉における切

通しなどの防衛インフラ」，「鎌倉の寺社の位置関係」の３つの視点から多角的に調

べる．                                    

  （英文） We will investigate the geography and infrastructure of Kamakura from three 

perspectives: ``basic infrastructure in Kamakura'', ``defense 

infrastructure such as cuts in Kamakura'', and ``locational relationships 

of temples and shrines in Kamakura''. 

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

  これまで日本の歴史上，鎌倉にはじまり，室町，江戸と幕府がおかれてきました．そして，鎌

倉幕府はその中でも，とくに都市計画の面で，防衛と商業の両立を図るために正確な地形図もな

い中，地理的な好条件をうまく生かし，山に切通しを通し，遠浅で船の座礁が多かった海には現

存するものとして日本最古の築港遺跡とされている「和賀江島」を造るなど，工夫が多くみられ

たことが本研究課題を選んだ動機です．                         

 本研究の計画は，まず，本などの文献を用いて事前調査を行い，事前調査の成果をもとに，１

１月ごろ，鎌倉を実際に見学して，それら二つの成果をもとに，最終的なまとめに入るというも

のです．                                        

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

  本研究を通じて，鎌倉幕府は鎌倉の北と東西を山に囲まれ，南は海に面しているという地理的

特性をいかしたり，外部からの敵に効率よく対処できるよう，若宮大路を中心として主な道路を樹

形状に配備したりすることで，外部からの侵攻を難しくした．また，山には切通しを通し，海には

和賀江島を整備するなどして外部との商業的アクセスを可能にした．鎌倉幕府は外部との商業的ア

クセスをつくったことで，外部からの侵攻も簡単になるが切通しには，「鉤の手」とよばれる工夫を

施すことで，それを軽減し，鎌倉幕府が防衛と商業の両立を可能にしたということがわかった．  
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研究成果写真      ： 

（研究過程がわかる写真や、研究結果がわかる写真などを数点貼り付けてください） 
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